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1．はじめに 

 近年,鳥インフルエンザおよび口蹄疫等の伝染病が、

問題になっており,その防疫対策は,岩手県にとって非

常に重要な問題になっている.しかし,現状の対策では、

人や車両など出入りの管理が主要な対策であり,野生

動物などの侵入対策には至っていない.また,仮に疾病

が発生した場合,その検知を早期に行い,対策を行う事

は被害を最小限に抑える上で非常に重要である. 

 とくに,近年生産単位が大型化する傾向にある家畜生

産の現場において,野生動物に対する農場防疫および

農場内における疾病発生の早期摘発システムの構築が

強く求められている. 

 そこで,本研究では,家畜動物の環境指標である「にお

い」に着目し,においセンサを利用した個体の早期疾病

発生監視システムの技術開発を行う.これは、家畜を飼

っている場所の環境が悪くなると,においが発生する

ことがわかっており,その情報をすばやく生産者がつ

かむことで,対策をとることが期待できる. 

 

2. におい監視システムの構築 

2.1 システム概要 

１章でのべた、におい監視センサを構築するには、以

下の仕組みが必要である. 

（１）飼育対象の状況を確認するためのにおいセンサ

ノードの設置 

（２）においセンサのデータを処理するための仕組み

の構築 

（３）においセンサで得た情報を生産者に伝えるため

の仕組みの構築 

が必要である.図１に、これらの仕組みをまとめる. 

 

図１ におい監視センサの仕組み 

2.2 システム実装 

 本研究では、センサノードとして aruduinofio を利

用し,においセンサ（TGS2450）と無線モジュール

Mad-SS を用いて実装を行う.以下,それぞれのモジュ

ールについて説明し,実装方法について述べる. 

2.2.1 arduino fio 

 Arduino1)とはフィジカルコンピューティングのた

めのオープンソースプラットフォームである.単純な

入出力を備えた基盤と processing 言語で実装された

開発環境がベースとなっている.スタンドアロンで動

作することもでき,コンピュータ上のソフトウェアと

接続して利用することもできる,他のプラットフォー

ムと違う点として,マルチプラットフォーム環境であ

る,USB 経由でのプログラムの書き込みができる,ソフ

トウェアとハードウェアの両方がオープンソースであ

ることなどが挙げられる. 

 Aruduino Fio は、Fio は LilyPad Arduino v1.6 から

派生してデザインされた Arduino 互換機である.リチ

ウムポリマー電池に接続でき,USB から給電する充電

回路も内蔵している.また,ボードの下面に通信用ポー

トがある. 

2.2.2 においセンサ TGS２４５０ 

今回使用するにおいセンサ「TGS2450」2)は、ヒーター



内臓タイプで低消費電力,長寿命であり,アンモニア,

エタノール,メチルメルカプタン,硫黄化合物系ガスに

反応するものである.表１に、本センサの概要について

のべる. 

 

表１においセンサ概要 

2.2.3 MAD-SS  

 本研究のシステムでの通信に,数理設計研究所が開

発した スペクトラム拡散方式の通信装置,及び,その

高速同期確立法(mad-ss) 3) 4)5)を利用している.この

技術を利用することで,微弱電波を用いた長距離通信

を実現している.特徴として低速度 (10bit/sec) だが

従来と同じ電力で 5 倍以上の通信距離が確保できる

ことが挙げられる.また,使用する周波数帯 は自由に

選ぶことができる.この技術では電波法において免許

が不要とされている微弱電波を用いることもできるた

め,免許なしに運用することも可能である. 

 

表２ mad-ss での通信距離 

2.3 システム実装 

 Arduino fio に,においセンサ「TGS2450」と Mad-ss

通信モジュールを接続する.Arduino fio とにおいセン

サの接続回路図は以下の図 2にしめす. 

 

 

 

 

 

 

図２ においセンサと ArduinoFio の接続回路図 

本センサは,表１に示す使用により,センサにながす電

圧と電流,および時間が細かく決められており,これら

を,Arduino スケッチによって制御する. 

においセンサで得たにおいの値が,１５分に１回

mad-ss 無線通信モジュールを通じて送信される. 

今回,ArduinoFio に直接接続できる Arduino 用の

mad-ss シールドを数理設計研究所に開発してもらい,

それを利用した.本モジュールは、ArduinoFio に実装

されている通信ポートに直接接続できる仕組みをもっ

ている（図３）. 

 

図 3 arduino fio と mad-ss 

3 まとめ 

 本研究では、センサノードとして Arduino Fio 利用し

たにおいセンサを用いた家畜の情報収集システムの構

築を行った。 

 今後、岩手県内の養豚場等での実証実験を行い、本

システムの有効性を確認する。 
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